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 深赤色を示す鶏冠石(As4S4)は、500nm から 650nm の可視光を受光すると黄色に変化し、鶏冠石から χ 相を経

てパラ鶏冠石(As4S4)に相転移する(Douglass et al. 1992)。χ 相に相転移する過程で、鶏冠石の結晶構造は、b

軸方向はほとんど変化せず、a軸、csin(beta)方向に単位格子が伸長し、体積が増加している(Bonazzi et al. 1996)。

Bonazzi et al. (1996)は、その実験で、鶏冠石に 700W/m2 の強度の光放射を行った結果、7 時間でχ相への相転

移が発生することを確認した。さらに Bullen et al. (2003)も、100W/m2 の光を照射したところ、24 時間でパラ

鶏冠石に相転移することを確認している。しかし、Douglass et al. (1992)は、チリの Pampa Larga 鉱山のズリ場

にある鶏冠石は、少なくとも 20 年間太陽光にさらされているが光変質しておらず、また、鉱山から採集した鶏冠

石は直射日光を受けていても光変質していないという事実を指摘している。本研究では、鶏冠石に照射する光の照

射強度を変化させ、単結晶 XRD を用いて単位格子を測定した。その結果から光照射強度と鶏冠石の光変質の関係に

ついて考察を行った。 
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